
幕末明治の写真師列伝 第百二十回 宮下欽 その三十八 

 

[大蔵省租税寮宛受領書書写] 

     記 

   ㊞ 

一、金二拾八円五拾銭   上州富岡製糸場四ツ立判 

写真三部 

 但一部拾九枚、一枚ニ 

 付代金五拾銭宛、尤台 

 紙無之、 

                ㊞ 

 右之通代金御払下ケ被成下、正奉受取候、以上、 

  明治六年第四月        横山松三郎 

宮下 欽㊞ 

  大蔵省 

   御役人御中 

 

 右相済、夫ゟ与三郎ゟ頼之硝酸銀、中清へ行相調、浅沼屋へ行、写

真玉代金之内二拾五遺シ、同第六時過帰ル、○兼而玉松ゟ頼有之候ニ

付行候所、去年建家之代金何卒（ルビ：なにとぞ）半金丈ケ当座ほ

（欲）しき旨ニ付、任其意、印書受取五拾金遺ス、○善太郎例之通手

伝＊召連（ルビ：めしつれ）来リ細工ス、」（註：＊は一文字分空） 

「四月十五日 終日雨 

一、午前第九時過浅沼屋来ル、通帳之内金六拾二円一分 払遺ス、同 

第十時頃帰ル、〇同第一時過、宮下共慣義塾へ行、啓次郎殿入学之 

證書左之通認差出ス、 

[啓次郎殿共慣義塾入学請状書写] 

      記 

     第四大区六ノ小区池之端仲町七番地 

      東京府貫属工松三郎倅 

                      横山啓次郎 

   右之者今般御塾に入学為仕候上者、御規則堅ク為 

   相守何儀も拙者引請候也、 

第四大区六ノ小区池之端仲町七番地 

東京府貫属工 

横山松三郎㊞ 

共慣義塾御中 

 

右相納同第十二時前帰ル、○啓次郎殿今日より共慣義塾ニ而昼飯食候

様相頼む、○善太郎不参手伝之者四人来リ終日細工ス、○午後三時過

竹藏、内田氏へ遣し、兼而頼置候大ブック二冊之所、三冊と頼み、此

者へ渡し被下候様頼遣候所、三冊遣し呉候ニ付、竹藏同第四時過帰

ル、」 

「四月十七日 

一、竹藏国元之知己之者来リ候ニ付、終日暇（ルビ：いとま）もらい 

度旨願出候ニ付、聞済遺ス、午前第二時頃河野氏御出、御弟藤田氏 

幷御実母御死去被成候ニ付、先年写真候種板可有之間、両様とも五 

枚宛拵呉候旨御頼有之、且御死去之旨[箱]館蛯子砥平殿へ御申越被 

成度、右書状御同氏末次郎殿方迄届候様御頼有之、無程御帰リ、○ 

宮下今日ゟ少々眼病、○」 

ここで始めて気になる記述が始まる。それは宮下欽が目を悪くした

という記述である。写真師が目を悪くするのは致命的なことであり、

この後の記述にもこのことが続く。 

 

「四月十八日 

一、午前第八時前宮下眼病ニ付医師へ行、同第十一時頃帰ル、○午前

第八時過武助私用ニ而外出シ、午後第六時過帰ル、○与三郎竹藏

一同私用ニ而中清ゟ加賀久へ行候旨ニ而午後第二時頃外出ス、右

へ同竹藏出、尤宮下眼病之薬本町迄買ニ頼、夫ゟ河野氏頼之書

状、蛯子末次郎殿方迄持参シ、両人一同午後第八時前帰ル、○午

前第九時頃亀井氏来ル昼夕共飯出ス、疋田氏午後第四時頃来ル、

夕飯出ス、同第七時頃両人一同帰ル、○午後第三時頃蛯子氏御

出、無程御帰リ、○先日中先生ゟ御送りニ相成候油画之地切布、

亀井氏へ渡ス、○北庭氏午後（註：「前」と修正の文字あり）第

三（註：「十一」と修正の文字あり）時頃来リ、無程御帰ル、」 

「四月廿一日 晴天 

一、午前第九時過、宮下上方四ツ立判[見本]持参致し蜷川氏へ行、尤

博覧会役所へ出勤中ニ付、直様其所へ行、同氏ニ面会シ、見本幷

黒塗上箱・風呂敷共預ケ置、午後第三時過帰ル、○木津氏同第三

時過来ル、菓子・茶出ス、同四時過帰ル、」 

「四月廿四日 □天 

一、午前第七時過半頃宮下医師之所へ行、尤眼病兎角（ルビ：とか

く）平癒不致候故なり、同第九時頃帰ル、○午後第一時頃浅草奥

山目鏡屋来リ、油画類見度旨頼ニ付承知致ス、同時過帰ル、○午

後第四時十分、大坂立売堀近江や（屋）事川口利兵衛殿より郵便

来ル、中封ニ金子入と有之、文面凡意過日中金子貸遺御礼厚認

（ルビ：したため）有之、為礼金一両添合拾一両也、尤別仕立郵

便ニて去ル廿一日附之書状なり、○同第五時頃蛯子氏御出、同第

六時過御帰リ、○同第五時過兵学寮ゟ左之通被仰渡、」 

「四月廿六日 晴天 

一、午前第八時過、啓次郎殿竹造を召連、手習先生一同ニ上野花見に

行、○宮下同第九時半頃事務局へ行、兼而註文有之候上方四ツ立

判二拾八枚、蜷川氏へ持参致し候所、宅之方へ相廻し呉候様頼み

ニ付、道三町（ルビ：どうさんちょう）二番地所之御同人宅へ持

参ス、夫ゟ兵学寮へ行、先日中差出候八ツ立写真百四拾五枚之代

金、四拾五両一分一朱受取、右以前後共諸々見附見廻リ、兼而写

真致し有之候絵ニ引合致し、午後第五時頃帰ル、○午後第二時頃

浅沼や（屋）之手代来ル、小台紙註文致し遺ス、無程帰ル、○啓

次郎殿・竹造同第六時頃帰ル、○大惣来ル、払不足分何卒払被下

候旨能々（ルビ：よくよく）頼帰ル、午後第四時過なり、○○浅

沼やへ宮下立寄、小台紙と桃色之鶏卵紙註文致ス、○同五時半頃

大鐘氏外ニ一人同道シ来リ、過日約束之蝋燭三拾二挺持参ス、無

程帰ル、○工藤氏ゟ門人一人入塾為致度頼之合状到着ス、尤嶋崎

雄三持参致し候得とも松蔵相断リ、先生留主ニ付何れ（ルビ：い

ずれ）考合可致と申返ス、」 

 

（※「ゟ」は平仮名の「よ」と「り」の合字） 

（森重和雄） 


